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1.  平成23年12月期の連結業績（平成23年1月1日～平成23年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

 

(3) 連結キャッシュ・フローの状況 

  

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年12月期 33,928 10.4 1,078 597.7 1,152 375.8 818 ―
22年12月期 30,741 2.5 154 ― 242 ― 43 ―
（注）包括利益 23年12月期 471百万円 （―％） 22年12月期 △44百万円 （―％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利益

率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

23年12月期 23.92 ― 7.9 6.0 3.2
22年12月期 1.26 ― 0.4 1.3 0.5
（参考） 持分法投資損益 23年12月期  ―百万円 22年12月期  ―百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年12月期 19,518 10,897 54.3 310.01
22年12月期 18,957 10,429 53.5 296.37
（参考） 自己資本  23年12月期  10,607百万円 22年12月期  10,142百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

23年12月期 678 △792 △15 1,736
22年12月期 △423 △1,347 △42 1,917

2.  配当の状況 

 

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

22年12月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00 ― ― ―
23年12月期 ― 0.00 ― 2.50 2.50 85 10.4 0.8
24年12月期(予想) ― 0.00 ― 2.50 2.50 8.6

3.  平成24年12月期の連結業績予想（平成24年1月1日～平成24年12月31日） 
（％表示は、通期は対前期、第2四半期(累計)は対前年同四半期増減率）

 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 17,500 6.8 400 14.0 350 △14.0 300 60.4 8.77
通期 36,000 6.1 1,000 △7.3 1,100 △4.6 1,000 22.2 29.23



4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 有  

（注）詳細は5ページ「２．企業集団の状況」をご覧ください。 

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）詳細は20ページ「(7)連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更」をご覧ください。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

（注）１株当たり当期純利益（連結）の算定の基礎となる株式数については、27ページ「１株当たり情報」をご覧ください。 

新規 1社 （社名） （株）ルックモード 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う変更  ： 有
② ①以外の変更  ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年12月期 34,932,067 株 22年12月期 34,932,067 株
② 期末自己株式数 23年12月期 716,457 株 22年12月期 709,009 株
③ 期中平均株式数 23年12月期 34,218,696 株 22年12月期 34,227,271 株

（参考）個別業績の概要 

1.  平成23年12月期の個別業績（平成23年1月1日～平成23年12月31日） 

 

(2) 個別財政状態 

  

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年12月期 24,461 8.9 1,284 374.6 1,411 289.1 1,015 ―
22年12月期 22,458 △3.1 270 ― 362 ― 51 ―

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円 銭 円 銭

23年12月期 29.69 ―
22年12月期 1.52 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年12月期 14,064 7,623 54.2 222.80
22年12月期 13,935 6,836 49.1 199.75
（参考） 自己資本 23年12月期  7,623百万円 22年12月期  6,836百万円

2.  平成24年12月期の個別業績予想（平成24年1月1日～平成24年12月31日） 
（％表示は、通期は対前期、第2四半期(累計)は対前年同四半期増減率）

※ 監査手続の実施状況に関する表示 
この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続の対象外であり、この決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく財務諸表の監査手続きを
実施しています。 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであります。実際の業績は、今後、様々な要因によ
って予想値と異なる場合があります。上記の予想に関しましては、添付資料の２ページ １．経営成績「（１）経営成績に関する分析」をご覧ください。 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 12,400 6.8 300 △32.6 300 △43.8 300 △20.3 8.77
通期 25,700 5.1 800 △37.7 850 △39.8 800 △21.3 23.38
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(1）経営成績に関する分析 

①当期の経営成績 

 当連結会計年度におけるわが国経済は、３月11日に発生した東日本大震災の甚大な被害や長引く原子力災害の

影響に加え、欧州債務問題を背景とした海外景気の減速や急激な円高の進行など、景気の先行きについては不透

明感が増す状況で推移いたしました。 

 当婦人服業界におきましても、依然として厳しい雇用情勢や所得環境に加え、長期化するデフレ傾向、秋口か

らの天候不順の影響などにより、商況は全般的に厳しい状況で推移いたしました。 

 このような状況の中、当社グループは平成23年度を最終年度とする中期経営計画の目標達成に向けて、新規ブ

ランドの立ち上げや、戦略ブランド・直営店ブランドの更なる事業拡大を推し進める一方、基幹の百貨店ナショ

ナルブランドへ経営資源を集中するなど、収益構造の改善と徹底した効率経営に取り組んでまいりました。ま

た、製造部門の意思決定の迅速化及び事業の効率化を図るために新会社ルックモードを設立するとともに、

A.P.C.Japan株式会社の物流機能を習志野商品センターへ集約し業務の効率化を図るなど、経営基盤の整備と強

化に努めてまいりました。 

 これらの結果、当社グループの当連結会計年度の売上高は339億２千８百万円（前年同期比10.4%増）、営業利

益は10億７千８百万円（前年同期比597.7%増）、経常利益は11億５千２百万円（前年同期比375.8%増）、資産除

去債務会計基準の適用に伴う影響額１億２千５百万円、震災関連損失３千万円などの特別損失２億４千３百万円

の計上などにより当期純利益は８億１千８百万円（前年同期比－）という結果で終了いたしました。 

  

 セグメント別の業績の概況は次のとおりであります。 

  

（アパレル関連事業） 

 「日本」につきましては、ルック単体においては、引き続き、主販路である百貨店向け基幹ブランドの効率的

な運営を実施するとともに、好調を維持している戦略ブランド「トリーバーチ」の売上拡大策を推進するなど、

百貨店事業の収益拡大に注力してまいりました。また、フランスのバレエシューズブランド「レペット」を立ち

上げるなどインポートブランドの新規展開及び店舗拡販を推し進め、併せて、主に生活雑貨商品を取り扱う直営

店ブランド群の事業拡大への取組みを引き続き推進してまいりました。一方、「トリーバーチ」のオンラインシ

ョップを開設するなど、急増するインターネット利用者に向けたEコマース事業を拡大し、併せて「スキャ

パ」、「マリメッコ」、「トリーバーチ」の周年記念イベントを開催するなど、積極的に新規顧客の獲得に向け

た施策を実施してまいりました。その結果、ルック単体の業績は、売上高が伸長し、収益性も大幅に改善いたし

ました。 

 連結子会社においては、ファッションビルを主販路とする国内子会社の株式会社エル・ターミナルは、不採算

店舗の撤退を実行するとともに、採算性を重視した新規出店を推し進め、併せて販売費及び一般管理費を圧縮し

て効率化に努めた結果、損失額が減少いたしました。平成22年４月１日から子会社となりましたA.P.C.Japan株

式会社においては、平成23年春からライセンス商品の企画・販売を実施し、購買客層の拡大に努めた結果、売上

高は前年同期を上回りましたが、震災の影響による売上の減少や店舗の新設などによる販売費及び一般管理費の

増加などにより損失を計上いたしました。 

 これらの結果、売上高は273億６千７百万円、営業利益は８億７千２百万円となりました。 

 「韓国」につきましては、百貨店市場の消費動向が堅調に推移する中、株式会社アイディールックでは、主力

ブランドが好調を維持した結果、売上高は前年同期を上回りましたが、為替レートの影響により、邦貨換算では

前年同期を下回りました。その結果、売上高は54億６千１百万円、営業利益は１億８千万円となりました。 

 「その他海外」（香港・中国）につきましては、ルック（H.K.）Ltd.（香港）においては、欧米の経済混乱に

より景気が停滞する中、直営店の移設等により販売の規模を縮小しましたが、販売費及び一般管理費を削減し、

中国本土からの購買客等による活発な消費行動も下支えとなり、営業利益を確保いたしました。洛格（上海）商

貿有限公司においては、中国国内の成長率の伸びが低減するとともにインフレ傾向が強く、総体的には景気減退

期に入っている中、不採算店舗の撤退を実行し、都心部を中心とした百貨店へ経営資源を集中するなど収益性向

上に向けた施策を推し進めましたが、本社及び物流倉庫の移転などにより販売費及び一般管理費が増加し、損失

を計上いたしました。その結果、売上高は３億６千４百万円、営業損失は８千６百万円となりました。 

 これらの結果、アパレル関連事業計の売上高は331億９千３百万円、営業利益は９億６千６百万円となりまし

た。 

１．経営成績

- 2 -

㈱ルック（8029）平成23年12月期　決算短信



  

（生産及びOEM事業） 

 「生産及びOEM事業」につきましては、平成23年２月１日より当社から、生産及びOEM事業を移管した株式会社

ルックモードにおいて、秋以降の製品の生産については予定どおりで進捗いたしましたが、東日本大震災発生後

の受注減に伴う生産高の縮小の影響などにより、売上高は44億４千３百万円、営業損失は５千３百万円となりま

した。 

（物流事業） 

 「物流事業」につきましては、主に当社グループ会社のアパレル関連商品の物流業務を行う国内子会社の株式

会社エル・ロジスティクスにおいて、新規ブランドの取扱いにより売上高が増加し、売上高は９億７千２百万

円、営業利益は５千８百万円となりました。 

  

②次期の見通し 

 当社グループは、平成21年２月に公表いたしました３ヵ年の中期経営計画の最終年度である当連結会計年度

（平成23年12月期）において、収益構造の改善に向けて、グループの総力を上げて諸施策に取り組んだ結果、売

上高、経常利益ともに計画を達成することができました。 

 平成24年度につきましては、わが国経済は、景気の本格回復は未だ見込めず、所得環境の改善が見込みにくい

中で、依然として個人消費の低迷が続くことが予想されます。  

 そのような中で当社グループは、アパレル関連事業において、戦略ブランド「トリーバーチ」を中心とした当

社の基幹事業である百貨店事業の収益力向上に注力するとともに、直営店ブランドの「マリメッコ」、「イルビ

ゾンテ」などの直営店事業の拡充策や平成23年春より開始した「レペット」の積極的展開に取り組むなど、安定

した収益を確保できる事業基盤の構築・整備に努めてまいります。加えて、将来の成長事業創出に向けて、海外

提携ブランドを中心とする新規事業の立ち上げにも積極的に取り組んでまいります。国内子会社の株式会社エ

ル・ターミナルとA.P.C.Japan株式会社においては、引き続き出店政策の見直しを図るなどの重点施策を実行す

ることで利益率の改善を図り、早期の損益均衡を目指してまいります。海外につきましては、韓国の株式会社ア

イディールックにおいて、オリジナルブランドの「レニボン」の更なる拡販に加えて、ライフスタイル市場に対

応した生活雑貨ブランド群の展開を強化し、ブランド認知度の向上を図ってまいります。また、中国の洛格（上

海）商貿有限公司においては、主販路である主要都市百貨店を中心に「レニボン」を拡販するとともに、運営体

制の見直しを実施することにより利益率の改善を図り、中国内販事業の早期収益改善を目指してまいります。 

 これらの施策により、平成24年度においては、連結売上高360億円、連結営業利益10億円、連結経常利益11億

円、連結純利益10億円を見込んでおります。 

 以上のように当社グループは、各事業基盤の整備と成長戦略を着実に実行することで、更なる企業価値向上を

実現し、あらゆるステークホルダーの期待に対して高いレベルで応えられる企業を目指してまいります。また、

当社は平成24年10月に創立50周年の節目を迎えますが、更なる歴史を築くべく、当社の経営理念であります「お

客さま第一主義」のもと、新しいライフスタイルや価値を創造し、生活文化の向上に一層貢献してまいる所存で

あります。 

 当社は、グループの持続的な成長実現を目指すため、平成28年12月期を最終年度とする次期中期経営計画を策

定いたしました。磐石な収益構造の確立に向けた事業構造改革の施策と効率経営を継続して推し進め、平成28年

度には連結売上高450億円、連結経常利益率５％（22億５千万円）の達成を目指してまいります。 
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(2）財政状態に関する分析 

①資産、負債及び純資産の状況 

 当連結会計年度末の総資産につきましては、主な変動として、販売の拡大に伴う商品及び製品や、受取手形及

び売掛金などが増加いたしました。また、保有する上場株式の市場価格の下落などにより投資有価証券が減少い

たしました。これらにより総資産は、前連結会計年度末に比べ５億６千万円増加し、195億１千８百万円となり

ました。 

 負債につきましては、主な変動として、未払費用の増加及び当連結会計年度より計上しました資産除去債務な

どにより増加いたしました。また、企業年金掛金の支払の増加により退職給付引当金が減少いたしました。これ

らにより負債は、前連結会計年度末に比べ９千１百万円増加し、86億２千万円となりました。 

 純資産につきましては、当期純利益の計上による利益剰余金の増加などにより、前連結会計年度末に比べ４億

６千８百万円増加し、108億９千７百万円となりました。 

  

②キャッシュ・フローの状況 

 当連結会計年度の営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前当期純利益は９億２千５百万円とな

り、増加要因として減価償却費７億７百万円、減少要因として棚卸資産の増加６億４千８百万円、売上債権の増

加３億５千万円などにより、６億７千８百万円の増加となりました。 

 投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産取得による支出６億６千３百万円、敷金の差入による支

出１億５千８百万円などの減少要因で、７億９千２百万円の支出となりました。 

 財務活動によるキャッシュ・フローは、リース債務の返済による支出１千２百万円などの減少要因で、１千５

百万円の支出となりました。 

 当連結会計年度末の現金及び現金同等物の期末残高は、上記のキャッシュ・フローに、現金及び現金同等物に

係る換算差額による減少５千１百万円を加え、前連結会計年度末に比べ１億８千万円減少し、17億３千６百万円

となりました。  

   

(3）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 

 当社は、株主への利益還元を経営の最重要政策のひとつであると認識し、財務体質の強化、積極的な事業展開

に備える内部留保の充実を図りつつ、収益状況を勘案しながら利益配分を行っていく事を考えております。 

 平成23年12月期の期末配当金につきましては、１株当たり２円50銭とさせていただくことを予定しておりま

す。また、平成24年12月期の配当（予想）につきましては、１株当たり２円50銭を予定しております。なお、平

成23年12月期の期末配当金につきましては、平成24年３月29日開催予定の当社第50回定時株主総会の決議を経て

決定する予定であります。 
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 当社グループは、当社と子会社９社及び関連会社１社からなり、主に婦人服の企画、製造、販売を行ってお

り、事業の内容及び当該事業に係わる各社の位置づけは次の通りであります。 

 当社は、婦人服等の企画を行うとともに、国内外から商品の仕入を行っており、主として全国の百貨店及び専

門店を対象に販売し、直営店舗やＥコマースによる販売も行っております。 

 (株)ルックモードは、当社およびA.P.C.Japan(株)のアパレル関連商品の生産のほか、当社グループ外のアパ

レル関連商品のＯＥＭ生産、及び自社販売商品の生産を行っておりますが、そのうちの一部を（有）ラボ・オー

フナト他に加工委託しております。また、香港経由で商品を輸入する際、ルック(H.K.)Ltd.に商社的業務を委託

しております。 

 (株)エル・ターミナルは、自社で企画した婦人服を、主として駅ビル・ファッションビルの直営店舗において

販売を行っております。 

 (株)エル・ロジスティクスは、主に当社及び国内子会社３社の物流及び保管業務を受託しております。 

 A.P.C.Japan（株）は、A.P.C.ブランドの紳士服、婦人服、雑貨等を、フランスA.P.C. S.A.Sから輸入、また

はライセンス商品を（株）ルックモード及び日本国内の協力工場や商社を通して生産し、直営店舗や百貨店など

において販売を行っております。 

 また、海外の連結子会社につきましては、次のとおりであります。 

 香港の子会社であるルック(H.K.)Ltd.は、当社から供給した婦人服などを、香港の百貨店及び自主運営店舗で

の販売を行っております。また、当社の企画に基づき原料を調達し、社外に生産を委託しており、（株）ルック

モードに製品を供給しております。 

 韓国の子会社である(株)アイディールックは、主として独自企画に基づいた婦人服を韓国内外の協力工場で製

造し、韓国内の百貨店などに販売を行っております。 

 中国の子会社である洛格（上海）商貿有限公司は、（株）アイディールックのブランド「レニボン」を輸入ま

たは中国内の協力工場で生産し、中国内主要都市の百貨店などに販売を行っております。 

２．企業集団の状況
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 以上述べた事項の概要図は次のとおりであります。  
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(1）会社の経営の基本方針 

 当社グループは、「お客さま第一主義」の経営理念のもと、ファッションを通し顧客満足度を高める事を基本

に、企画・製造・販売の一貫した営業活動により、新しいライフスタイルや価値の創造を通し、生活文化の向上

に貢献するとともに、確かな実績で株主に応え、併せて、働く人達の豊かな生活の向上を目指す事を基本方針と

しております。 

  

(2）目標とする経営指標 

 当社グループでは企業価値を継続的に増加させていくため、平成28年度を最終年度とする中期経営計画（平成

24年１月１日～平成28年12月31日）を策定し、これを達成する事を目標としております。 

  

(3）中長期的な会社の経営戦略及び対処すべき課題 

 基本方針にもあるとおり、お客さまに一層近づけるような企画・製造・販売を一貫して行います。製造小売業

を意識し、既存ブランドの充実、新ブランドの開発を図り、効率重視の姿勢を崩さず、安定した利益が確保でき

る体制作りを経営の基本戦略としております。 

 具体的には、消費者のニーズを的確に捉え、時代が求める上質で洗練された商品提案を心がけるとともに、安

定的収益確保のための効率的な商品運営を継続して推し進めてまいります。また、今後も市場に対して新たな提

案となる新規ブランドの開発や育成に注力しながら経営資源の集約化を図ってまいります。 

 企業として、ブランド力を確立し、競争力と収益力を高め、より良い経営風土作りと経営体制の強化に取組ん

でまいります。 

 

  

  

３．経営方針
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４．連結財務諸表 
（１）連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成22年12月31日) 

当連結会計年度 
(平成23年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,917 1,736

受取手形及び売掛金 ※3  3,959 ※3  4,341

有価証券 1 0

商品及び製品 4,898 5,370

仕掛品 329 378

原材料及び貯蔵品 149 202

繰延税金資産 174 192

その他 443 444

貸倒引当金 △51 △43

流動資産合計 11,822 12,623

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 4,497 4,696

減価償却累計額 △3,266 △3,459

建物及び構築物（純額） ※2  1,231 ※2  1,237

機械装置及び運搬具 264 158

減価償却累計額 △234 △139

機械装置及び運搬具（純額） 30 19

工具、器具及び備品 2,237 2,466

減価償却累計額 △1,655 △1,858

工具、器具及び備品（純額） 581 608

土地 ※2  1,459 ※2  1,445

その他 67 51

減価償却累計額 △2 △12

その他（純額） 65 39

有形固定資産合計 3,367 3,349

無形固定資産   

のれん 108 43

その他 70 57

無形固定資産合計 179 100

投資その他の資産   

投資有価証券 ※1  2,201 ※1  1,957

敷金 1,249 1,352

その他 263 166

貸倒引当金 △126 △31

投資その他の資産合計 3,587 3,444

固定資産合計 7,135 6,894

資産合計 18,957 19,518
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成22年12月31日) 

当連結会計年度 
(平成23年12月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 ※3  3,448 3,309

短期借入金 ※2  1,000 ※2  1,000

未払金 122 72

未払費用 1,044 1,200

未払法人税等 53 110

未払消費税等 3 107

繰延税金負債 1 2

返品調整引当金 80 67

賞与引当金 99 102

資産除去債務 － 20

その他 422 422

流動負債合計 6,276 6,416

固定負債   

繰延税金負債 301 200

退職給付引当金 1,837 1,719

役員退職慰労引当金 10 11

環境対策引当金 4 4

資産除去債務 － 158

負ののれん 55 36

その他 41 73

固定負債合計 2,251 2,203

負債合計 8,528 8,620

純資産の部   

株主資本   

資本金 5,769 5,769

資本剰余金 3,034 1,059

利益剰余金 2,701 5,495

自己株式 △284 △285

株主資本合計 11,221 12,038

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 647 519

繰延ヘッジ損益 △45 △79

為替換算調整勘定 △1,679 △1,871

その他の包括利益累計額合計 △1,078 △1,431

少数株主持分 286 290

純資産合計 10,429 10,897

負債純資産合計 18,957 19,518
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書 
（連結損益計算書） 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年12月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年12月31日) 

売上高 30,741 33,928

売上原価 16,469 17,697

売上総利益 14,271 16,230

販売費及び一般管理費 ※1  14,116 ※1  15,151

営業利益 154 1,078

営業外収益   

受取利息 30 31

受取配当金 109 34

受取地代家賃 23 15

その他 109 100

営業外収益合計 273 182

営業外費用   

支払利息 14 17

為替差損 95 41

固定資産除却損 15 17

その他 59 31

営業外費用合計 185 108

経常利益 242 1,152

特別利益   

投資有価証券売却益 30 －

貸倒引当金戻入額 10 15

負ののれん発生益 5 －

その他 1 0

特別利益合計 47 15

特別損失   

減損損失 ※2  49 ※2  87

退職特別加算金 17 －

ブランド撤退損失 ※5  22 －

事務所移転費用 28 －

海外事務所閉鎖損失 11 －

関係会社株式評価損 5 －

環境対策引当金繰入額 4 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 125

災害による損失 － ※3  8

災害見舞金等 － ※4  21

特別損失合計 141 243

税金等調整前当期純利益 148 925

法人税、住民税及び事業税 48 103

法人税等の更正、決定等による納付税額又は還付税
額

59 －

法人税等調整額 △13 △12

法人税等合計 94 90

少数株主損益調整前当期純利益 － 834

少数株主利益 11 15

当期純利益 43 818
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（連結包括利益計算書） 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年12月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年12月31日) 

少数株主損益調整前当期純利益 － 834

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 － △125

繰延ヘッジ損益 － △33

為替換算調整勘定 － △204

その他の包括利益合計 － ※2  △363

包括利益 － ※1  471

（内訳）   

親会社株主に係る包括利益 － 465

少数株主に係る包括利益 － 5
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（３）連結株主資本等変動計算書 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年12月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年12月31日) 

株主資本   

資本金   

前期末残高 5,769 5,769

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 5,769 5,769

資本剰余金   

前期末残高 3,034 3,034

当期変動額   

欠損填補 － △1,974

当期変動額合計 － △1,974

当期末残高 3,034 1,059

利益剰余金   

前期末残高 2,658 2,701

当期変動額   

欠損填補 － 1,974

当期純利益 43 818

当期変動額合計 43 2,793

当期末残高 2,701 5,495

自己株式   

前期末残高 △283 △284

当期変動額   

自己株式の取得 △1 △1

当期変動額合計 △1 △1

当期末残高 △284 △285

株主資本合計   

前期末残高 11,179 11,221

当期変動額   

当期純利益 43 818

欠損填補 － －

自己株式の取得 △1 △1

当期変動額合計 41 817

当期末残高 11,221 12,038
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年12月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年12月31日) 

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金   

前期末残高 295 647

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 352 △127

当期変動額合計 352 △127

当期末残高 647 519

繰延ヘッジ損益   

前期末残高 8 △45

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △54 △33

当期変動額合計 △54 △33

当期末残高 △45 △79

為替換算調整勘定   

前期末残高 △1,302 △1,679

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △377 △191

当期変動額合計 △377 △191

当期末残高 △1,679 △1,871

その他の包括利益累計額合計   

前期末残高 △998 △1,078

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △80 △352

当期変動額合計 △80 △352

当期末残高 △1,078 △1,431

少数株主持分   

前期末残高 384 286

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △97 4

当期変動額合計 △97 4

当期末残高 286 290

純資産合計   

前期末残高 10,565 10,429

当期変動額   

当期純利益 43 818

欠損填補 － －

自己株式の取得 △1 △1

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △177 △348

当期変動額合計 △135 468

当期末残高 10,429 10,897
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年12月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前当期純利益 148 925

減価償却費 649 707

減損損失 49 87

貸倒引当金の増減額（△は減少） △4 △101

賞与引当金の増減額（△は減少） 11 2

返品調整引当金の増減額（△は減少） △4 △13

退職給付引当金の増減額（△は減少） △106 △117

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △44 1

受取利息及び受取配当金 △140 △66

支払利息 14 17

固定資産除却損 15 17

投資有価証券売却損益（△は益） △30 －

関係会社株式評価損 5 －

固定資産売却損益（△は益） △1 0

為替差損益（△は益） 11 △2

売上債権の増減額（△は増加） △302 △350

たな卸資産の増減額（△は増加） △364 △648

仕入債務の増減額（△は減少） △358 △119

未払退職特別加算金の増減額（△は減少） △58 －

未払費用の増減額（△は減少） △54 156

未払消費税等の増減額（△は減少） 13 83

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 125

その他 154 12

小計 △393 716

利息及び配当金の受取額 138 67

利息の支払額 △14 △17

法人税等の支払額 △153 △88

営業活動によるキャッシュ・フロー △423 678
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年12月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年12月31日) 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △87 △294

定期預金の払戻による収入 87 294

有形固定資産の取得による支出 △721 △663

有形固定資産の売却による収入 4 4

投資有価証券の取得による支出 △4 △3

投資有価証券の売却による収入 102 －

子会社株式の取得による支出 △75 －

債券の償還による収入 0 1

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
支出

△567 －

貸付けによる支出 △21 △14

貸付金の回収による収入 28 21

長期差入保証金の回収による収入 67 －

敷金の差入による支出 △245 △158

敷金の回収による収入 150 58

その他 △65 △38

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,347 △792

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 3 500

短期借入金の返済による支出 △3 △500

配当金の支払額 △0 △0

少数株主への配当金の支払額 △37 △1

自己株式の取得による支出 △1 △1

リース債務の返済による支出 △3 △12

財務活動によるキャッシュ・フロー △42 △15

現金及び現金同等物に係る換算差額 △120 △51

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,934 △180

現金及び現金同等物の期首残高 3,851 1,917

現金及び現金同等物の期末残高 ※  1,917 ※  1,736
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 該当事項はありません。  

   

  

(5）継続企業の前提に関する注記

(6）連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項

項目 
前連結会計年度 

（自 平成22年１月１日 
至 平成22年12月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成23年１月１日 
至 平成23年12月31日） 

１．連結の範囲に関する事項 (1）連結子会社の数      ６社 

会社名 ㈱エル・ターミナル 

㈱エル・ロジスティクス 

A.P.C.Japan㈱  

ルック（H.K.）Ltd. 

㈱アイディールック 

洛格（上海）商貿有限公司 

  

 当連結会計年度より、A.P.C.Japan

㈱の株式取得を行い、子会社化したた

め、連結の範囲に含めております。 

(1）連結子会社の数      ７社 

会社名 ㈱エル・ターミナル 

㈱エル・ロジスティクス 

A.P.C.Japan㈱  

㈱ルックモード  

ルック（H.K.）Ltd. 

㈱アイディールック 

洛格（上海）商貿有限公司 

 当連結会計年度より、㈱ルックモー

ドを設立し、生産及びOEM事業を開始

したため、連結の範囲に含めておりま

す。 

  (2）非連結子会社名 

㈲スナオ 

㈲ラボ・オーフナト 

(2）非連結子会社名 

 同左 

  (3）非連結子会社につき、その総資産、売

上高、当期純損益（持分相当額）及び

利益剰余金（持分相当額）等のそれぞ

れの合計額は、いずれも連結財務諸表

の総資産、売上高、当期純損益及び利

益剰余金等に比して僅少であり、か

つ、全体としても重要な影響を及ぼし

ておりません。 

(3） 同左 

２．持分法の適用に関する 

  事項 

(1）持分法適用の関連会社数  ０社 (1）持分法適用の関連会社数  ０社 

(2）持分法を適用していない非連結子会社

㈲スナオ他１社及び関連会社㈱ニーノ

ルックにつき、その当期純損益（持分

相当額）及び利益剰余金（持分相当

額）等のそれぞれの合計額は、当期純

損益及び利益剰余金等に及ぼす影響が

軽微であり、かつ、全体としても重要

な影響を及ぼしておりません。 

(2） 同左 

３．連結子会社の事業年度等

に関する事項 

 連結子会社の事業年度末日と連結決算日

は一致しております。 

   同左 

４．会計処理基準に関する 

  事項 

    

(1）重要な資産の評価基準

及び評価方法 

① 有価証券 

 満期保有目的の債券 

償却原価法であります。 

① 有価証券 

  同左 

   その他有価証券 

時価のあるもの 

連結決算末日の市場価格等に基づ

く時価法（評価差額は、全部純資

産直入法により処理し、売却原価

は、移動平均法により算定）であ

ります。 

  

  時価のないもの 

移動平均法による原価法でありま

す。 
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項目 
前連結会計年度 

（自 平成22年１月１日 
至 平成22年12月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成23年１月１日 
至 平成23年12月31日） 

  ② デリバティブ取引 

時価法によっております。 

② デリバティブ取引 

  同左 

  ③ たな卸資産 

 主に先入先出法による原価法（貸借対

照表価額は収益性の低下に基づく簿価切

下げの方法）であります。  

③ たな卸資産 

  同左  

(2）重要な減価償却資産の

減価償却の方法 

① 有形固定資産（リース資産を除く） 

平成19年3月31日以前に取得したもの 

主に旧定率法を採用しております。

平成19年４月１日以降に取得したもの

主に定率法を採用しております。 

 なお、耐用年数及び残存価額につい

ては法人税法に規定する方法と同一の

基準によっております。 

① 有形固定資産（リース資産を除く） 

  同左 

  ② 無形固定資産（リース資産を除く） 

 定額法を採用しております。 

 なお、耐用年数については、主に法人

税法に規定する方法と同一の基準によっ

ております。 

② 無形固定資産（リース資産を除く） 

  同左 

  ③ リース資産 

 リース期間を耐用年数とし、残存価額

を零とする定額法を採用しております。

 なお、所有権移転外ファイナンス・リ

ース取引のうち、リース取引開始日が平

成20年12月31日以前のリース取引につい

ては、通常の賃貸借取引に係る方法に準

じた会計処理によっております。 

③ リース資産 

  同左 

(3）重要な引当金の計上 

  基準 

① 貸倒引当金 

 債権の貸倒れによる損失に備えるた

め、主に一般債権については貸倒実績率

により計上しており、貸倒懸念債権等特

定の債権については個別に回収可能性を

勘案し、回収不能見込額を計上しており

ます。 

① 貸倒引当金 

  同左 

  ② 返品調整引当金 

 連結財務諸表提出会社は、返品による

損失に備えるため、法人税法の規定に準

じた繰入限度相当額を計上しておりま

す。 

② 返品調整引当金 

  同左 

  ③ 賞与引当金 

 従業員の賞与の支給に備えるため、将

来の支給見込額のうち当連結会計年度に

負担すべき額を計上しております。 

③ 賞与引当金 

  同左 
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項目 
前連結会計年度 

（自 平成22年１月１日 
至 平成22年12月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成23年１月１日 
至 平成23年12月31日） 

  ④ 退職給付引当金 

 従業員の退職給付に備えるため、当連

結会計年度末における退職給付債務及び

年金資産に基づき、当連結会計年度末に

おいて発生していると認められる額を計

上しております。 

 なお、退職給付債務の算定方法は簡便

法によっております。 

④ 退職給付引当金 

  同左 

  ⑤ 役員退職慰労引当金 

 連結財務諸表提出会社は、平成18年３

月30日開催の定時株主総会をもって役員

退職慰労金制度を廃止することを決議い

たしました。これに伴い、引き続き在任

する役員の役員退職慰労引当金は、役員

退職慰労金制度廃止時点における要支給

額を引当計上しております。 

 なお、連結子会社１社は、役員の退職

金の支給に備えるため、内規に基づく当

連結会計年度末要支給額から年金資産を

控除した額を引当計上しております。 

⑤ 役員退職慰労引当金 

  同左 

  ⑥ 環境対策引当金  

 保管するＰＣＢ(ポリ塩化ビフェニル)

廃棄物の処理費用の支出に備えるため、

当連結会計年度末において合理的に見積

ることができる処理費用見込額を引当計

上しております。 

（追加情報） 

 「ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な

処理の推進に関する特別措置法」に基づ

き、当連結会計年度末において保管して

いるＰＣＢ廃棄物の処理費用について重

要性が増したため引当計上いたしまし

た。この結果、税金等調整前当期純利益

は４百万円減少しております。 

⑥ 環境対策引当金  

 保管するＰＣＢ(ポリ塩化ビフェニル)

廃棄物の処理費用の支出に備えるため、

当連結会計年度末において合理的に見積

ることができる処理費用見込額を引当計

上しております。 

  

  

(4）重要な外貨建の資産又

は負債の本邦通貨への

換算基準 

 外貨建金銭債権債務は、連結決算日の

直物為替相場により円貨に換算し、換算

差額は損益として処理しております。 

 なお、在外子会社等の資産及び負債

は、連結決算日の直物為替相場により円

貨に換算し、収益及び費用は、期中平均

相場により円貨に換算し、換算差額は純

資産の部における為替換算調整勘定及び

少数株主持分に含めて計上しておりま

す。 

  同左 
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項目 
前連結会計年度 

（自 平成22年１月１日 
至 平成22年12月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成23年１月１日 
至 平成23年12月31日） 

(5）重要なヘッジ会計の 

  方法 

① ヘッジ会計の方法 

 原則として繰延ヘッジ処理によってお

ります。 

① ヘッジ会計の方法 

  同左 

  ② ヘッジ手段とヘッジ対象 

 ヘッジ手段  為替予約 

 ヘッジ対象  外貨建予定取引 

② ヘッジ手段とヘッジ対象 

  同左 

  ③ ヘッジ方針 

 為替予約取引については、権限規程等

を定めた社内管理規程に基づいて、基本

的には外貨建取引の約定高の範囲内で行

い、投機的な取引は行わない方針であり

ます。 

③ ヘッジ方針 

  同左 

  ④ ヘッジ有効性の評価 

 ヘッジの有効性の判定については、ヘ

ッジ手段とヘッジ対象の経過期間にかか

るキャッシュ・フロー総額の変動額を比

較する方法を採用しております。 

 なお、ヘッジ手段とヘッジ対象に関す

る重要な条件が同一であり、かつヘッジ

開始時及びその後も継続してキャッシ

ュ・フロー変動を完全に相殺するものと

想定できるものについては、ヘッジ有効

性の判定は省略しております。 

④ ヘッジ有効性の評価 

  同左 

(6）その他連結財務諸表作

成のための重要な事項

 消費税等の会計処理 

 税抜方式を採用しております。 

 消費税等の会計処理 

  同左 

５．連結子会社の資産及び負

債の評価に関する事項 

 連結子会社の資産及び負債の評価方法

は、全面時価評価法によっております。 

  同左 

６．のれん及び負ののれんの

償却に関する事項 

 のれん及び平成22年３月31日以前に発生

した負ののれんの償却については、５年間

で均等償却しております。 

  同左 

７．連結キャッシュ・フロー

計算書における資金の範

囲 

 連結キャッシュ・フロー計算書における

資金（現金及び現金同等物）は、手許現

金、随時引き出し可能な預金及び容易に換

金可能であり、かつ、価値の変動について

僅少なリスクしか負わない取得日から３ヶ

月以内に償還期限の到来する短期投資から

なります。 

  同左 
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(7）連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更

前連結会計年度 
（自 平成22年１月１日 
至 平成22年12月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成23年１月１日 
至 平成23年12月31日） 

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

  当連結会計年度より、「企業結合に関する会計基準」

（企業会計基準第21号 平成20年12月26日）、「連結財

務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成

20年12月26日）、「『研究開発費等に係る会計基準』の

一部改正」（企業会計基準第23号 平成20年12月26

日）、「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準

第７号 平成20年12月26日）、「持分法に関する会計基

準」（企業会計基準第16号 平成20年12月26日公表分）

及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関す

る適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 平成20年

12月26日）を適用しております。 

――――――――― 

  

  

  

  

  

  

   

  

――――――――― 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

（資産除去債務に関する会計基準の適用） 

  当連結会計年度より、「資産除去債務に関する会計基

準」（企業会計基準第18号 平成20年3月31日）及び「資

産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基

準適用指針第21号 平成20年3月31日）を適用しておりま

す。これにより営業利益及び経常利益がそれぞれ16百万

円減少し、税金等調整前当期純利益が142百万円減少し

ております。また、当会計基準等の適用開始による資産

除去債務の変動額は178百万円であります。  

(8）表示方法の変更

前連結会計年度 
（自 平成22年１月１日 
至 平成22年12月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成23年１月１日 
至 平成23年12月31日） 

（連結貸借対照表） 

 前連結会計年度まで、投資その他の資産に区分掲記し

ておりました「長期貸付金」（当連結会計年度末 21百万

円）は金額的重要性が乏しくなったため、投資その他の

資産の「その他」に含めて表示しております。 

───────── 

        

  

  

  

（連結損益計算書） 

  前連結会計年度において特別利益に区分掲記しており

ました「固定資産売却益」（当連結会計年度 １百万

円）は当連結会計年度において特別利益の総額の100分

の10以下となりましたので、特別利益の「その他」に含

めて表示しております。 

───────── 

  

───────── 

  

  

  

  

  

（連結損益計算書）  

  当連結会計年度より、「連結財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づ

き、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規

則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 

内閣府令第５号）を適用し、「少数株主損益調整前当期

純利益」の科目で表示しております。  
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(9）追加情報

前連結会計年度 
（自 平成22年１月１日 
至 平成22年12月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成23年１月１日 
至 平成23年12月31日） 

────────  当連結会計年度より、「包括利益の表示に関する会計基

準」（企業会計基準第25号 平成22年６月30日）を適 

用しております。ただし、「その他の包括利益累計額」お

よび「その他の包括利益累計額合計」の前連結会計年 

度の金額は、「評価・換算差額等」および「評価・換算差

額等合計」の金額を記載しております。 

(10）連結財務諸表に関する注記事項

（連結貸借対照表関係）

項目 
前連結会計年度 

（平成22年12月31日） 
当連結会計年度 

（平成23年12月31日） 

※１ 非連結子会社及び関連

会社に係る注記 

非連結子会社及び関連会社に対するものは

次のとおりであります。 

非連結子会社及び関連会社に対するものは

次のとおりであります。 

  投資有価証券（株式） 百万円3 投資有価証券（株式） 百万円3

※２ 担保に供している資産

及びこれに対応する債

務 

(1）担保に供している資産 

建物及び構築物 百万円160

土地 百万円1,132

(1）担保に供している資産 

建物及び構築物 百万円144

土地 百万円1,132

  (2）上記に対応する債務 (2）上記に対応する債務 

  短期借入金 百万円1,000 短期借入金 百万円1,000

※３ 期末日満期手形の処理 期末日満期手形の会計処理は、手形交換日

をもって決済処理しております。 

期末日満期手形の会計処理は、手形交換日

をもって決済処理しております。 

  なお、連結会計年度末日が金融機関の休日

であったため、次の期末日満期手形が、期

末残高に含まれております。 

なお、連結会計年度末日が金融機関の休日

であったため、次の期末日満期手形が、期

末残高に含まれております。 

  受取手形及び売掛金 百万円19

支払手形及び買掛金 百万円4

受取手形及び売掛金 百万円17

  

（連結損益計算書関係）

項目 
前連結会計年度 

（自 平成22年１月１日 
至 平成22年12月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成23年１月１日 
至 平成23年12月31日） 

※１ 販売費及び一般管理費

のうち主要な費目及び

金額 

広 告 宣 伝 費  百万円1,209

従 業 員 給 料 及 び

賞 与 一 時 金
百万円5,308

賞 与 引 当 金 繰 入 額  百万円86

退 職 給 付 費 用  百万円146

役員退職慰労引当金

繰 入 額
 百万円50

福 利 厚 生 費  百万円1,003

貸 倒 引 当 金 繰 入 額  百万円10

賃 借 料  百万円1,785

減 価 償 却 費  百万円629

広 告 宣 伝 費  百万円1,441

従 業 員 給 料 及 び

賞 与 一 時 金
百万円5,414

賞 与 引 当 金 繰 入 額  百万円91

退 職 給 付 費 用  百万円184

役員退職慰労引当金

繰 入 額
 百万円4

福 利 厚 生 費 百万円1,025

貸 倒 引 当 金 繰 入 額  百万円6

賃 借 料 百万円1,992

減 価 償 却 費 百万円691
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当連結会計年度（自 平成23年１月１日 至 平成23年12月31日） 

※１ 当連結会計年度の直前連結会計年度における包括利益  

  

※２ 当連結会計年度の直前連結会計年度におけるその他の包括利益  

  

項目 
前連結会計年度 

（自 平成22年１月１日 
至 平成22年12月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成23年１月１日 
至 平成23年12月31日） 

※２ 減損損失の内容 場所 用途 種類 

広島県広島市、

他 
事業用資産 

建物及び構築物

及び 

工具、器具及び

備品 

及び 

その他  

場所 用途 種類 

東京都渋谷区、

他 
事業用資産 

建物及び構築物

及び 

工具、器具及び

備品  

洛格（上海） 

商貿有限公司 

中国上海市 

アパレル関連 

事業 
のれん  

   当社グループは店舗を基本とした単位を

キャッシュ・フローを生み出す最小の単位

としております。  

 上記資産につきましては、営業活動から

生じる損益がマイナスとなることが見込ま

れるため、帳簿価額を回収可能価額まで減

額し、当該減少額 百万円を減損損失とし

て特別損失に計上しております。その内訳

は、建物及び構築物27百万円、工具、器具

及び備品21百万円及びその他０百万円であ

ります。 

 なお、回収可能価額は正味売却価額によ

っており、正味売却価額は処分見込額によ

り評価しております。 

49

 当社グループは店舗を基本とした単位を

キャッシュ・フローを生み出す最小の単位

としております。  

 上記資産につきましては、営業活動から

生じる損益がマイナスとなることが見込ま

れるため、帳簿価額を回収可能価額まで減

額し、当該減少額 百万円を減損損失とし

て特別損失に計上しております。その内訳

は、建物及び構築物 百万円、工具、器具

及び備品 百万円であります。 

 なお、回収可能価額は正味売却価額によ

っており、正味売却価額は処分見込額によ

り評価しております。 

 のれんについては、株式取得時において

想定していた収益が見込めなくなったこと

から、未償却残高38百万円を同様に減損損

失として特別損失に計上しております。 

49

37

11

※３ 災害による損失の内

容 

―――――――――  東日本大震災により被災した協力工場で

の原材料、仕掛品の消失、売場設備の修繕

費等の費用であります。  

※４ 災害見舞金等の内容 ―――――――――  東日本大震災により被災した地域への支

援物資、見舞金等の費用であります。  

※５ ブランド撤退損失の

内容 
内容  金額（百万円） 

たな卸資産評価損   22

――――――――― 

  

（連結包括利益計算書関係）

親会社株主に係る包括利益 △37百万円

少数株主に係る包括利益 △7百万円

計 △44百万円

その他有価証券評価差額金  368百万円

繰延ヘッジ損益  △54百万円

為替換算調整勘定  △412百万円

計  △98百万円
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前連結会計年度（自 平成22年１月１日 至 平成22年12月31日） 

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項 

（注）普通株式の自己株式の株式数の増加7,818株は、単元未満株式の買取による増加であります。 

２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項 

 該当事項はありません。 

３．配当に関する事項 

（１）配当金支払額 

 該当事項はありません。 

（２）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの 

 該当事項はありません。 

当連結会計年度（自 平成23年１月１日 至 平成23年12月31日） 

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項 

（注）普通株式の自己株式の株式数の増加7,448株は、単元未満株式の買取による増加であります。 

２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項 

 該当事項はありません。 

３．配当に関する事項 

（１）配当金支払額 

 該当事項はありません。 

（２）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの 

  次のとおり、決議を予定しております。 

（連結株主資本等変動計算書関係）

  
前連結会計年度末 
株式数（株） 

当連結会計年度 
増加株式数（株） 

当連結会計年度 
減少株式数（株） 

当連結会計年度末 
株式数（株） 

発行済株式     

普通株式  34,932,067  －  －  34,932,067

合計  34,932,067  －  －  34,932,067

自己株式     

普通株式（注）  701,191  7,818  －  709,009

合計  701,191  7,818  －  709,009

  
前連結会計年度末 
株式数（株） 

当連結会計年度 
増加株式数（株） 

当連結会計年度 
減少株式数（株） 

当連結会計年度末 
株式数（株） 

発行済株式     

普通株式  34,932,067  －  －  34,932,067

合計  34,932,067  －  －  34,932,067

自己株式     

普通株式（注）  709,009  7,448  －  716,457

合計  709,009  7,448  －  716,457

決議 株式の種類 
配当金の総額
（百万円） 

配当の原資  
１株当たり
配当額 
（円） 

基準日 効力発生日 

平成24年３月29日 

定時株主総会 
普通株式 85 利益剰余金 ２円50銭 平成23年12月31日 平成24年３月30日
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前連結会計年度（自 平成22年１月１日 至 平成22年12月31日） 

 全セグメントの売上高の合計、営業利益及び全セグメントの資産の金額の合計額に占める「衣料品等繊維製

品事業」の割合がいずれも90％を超えているため、記載を省略しております。  

  

前連結会計年度（自 平成22年１月１日 至 平成22年12月31日） 

 （注）１．営業費用のうち、「消去または全社」の項目に含めた配賦不能営業費用はありません。 

２．資産のうち、「消去または全社」の項目に含めた全社資産はありません。 

前連結会計年度（自 平成22年１月１日 至 平成22年12月31日） 

 （注）１．「その他」に属する国又は地域はフランスであります。 

２．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

（連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前連結会計年度 
（自 平成22年１月１日 
至 平成22年12月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成23年１月１日 
至 平成23年12月31日） 

※ 現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲

記されている科目の金額との関係 

※ 現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲

記されている科目の金額との関係 

現金及び預金勘定     百万円1,917

現金及び現金同等物      百万円1,917

現金及び預金勘定     百万円1,736

現金及び現金同等物      百万円1,736

（セグメント情報等）

ａ．事業の種類別セグメント情報

ｂ．所在地別セグメント情報

  
日本 

（百万円） 
韓国 

（百万円）
香港 

（百万円）
中国 

（百万円）
計 

（百万円） 

消去又は
全社 

（百万円） 

連結 
（百万円）

Ⅰ 売上高及び営業損益    

売上高    

(1）外部顧客に対する売上高  24,820  5,572  171  176  30,741  －  30,741

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 35  90  －  －  125 (125)  －

計  24,855  5,662  171  176  30,866 (125)  30,741

営業費用  24,888  5,443  167  229  30,728 (142)  30,586

営業利益 

又は営業損失（△） 
△32  219  3 △52  138  16  154

Ⅱ 資産  14,191  4,712  277  478  19,658 (701)  18,957

ｃ．海外売上高

  韓国 香港 中国 その他 計 

Ⅰ 海外売上高（百万円）  5,553  170  176  18  5,920

Ⅱ 連結売上高（百万円）  －  －  －  －  30,741

Ⅲ 連結売上高に占める海

外売上高の割合（％） 
 18.1  0.5  0.6  0.1  19.3
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当連結会計年度（自 平成23年１月１日 至 平成23年12月31日） 

１．報告セグメントの概要 

 当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であ

り、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となってい

るものであります。 

 当社グループは、アパレル及びその関連商品の企画・生産・販売を事業としており、アパレル関連事業

については、国内においては当社及び国内の連結子会社２社が、海外においては海外の連結子会社３社が

事業活動を行っております。生産及びOEM事業については、当社グループ会社及びグループ外のアパレル

関連商品の生産、OEMを行っており、国内の連結子会社１社が事業活動を行っております。また物流事業

については、当社グループ会社のアパレル関連商品の入出荷及び保管業務を行っており、国内の連結子会

社１社が事業活動を行っております。アパレル関連事業については、地域ごとに国内、韓国、香港、中国

に事業拠点を置き、それぞれ各ブランドの包括的な戦略を立案し事業活動を展開しております。 

 したがって、当社グループは、アパレル関連事業については、販売体制を基礎とした地域別のセグメン

トから構成されており、「日本」、「韓国」、「その他海外」（香港・中国）の３つを報告セグメントと

して、それ以外に「生産及びOEM事業」、「物流事業」をあわせ、合計５つを報告セグメントとしており

ます。 

  

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法 

 報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事

項」における記載と概ね同一であります。  

   報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。 

   セグメント間の内部利益及び振替高は市場実勢価格や製造原価に基づいております。 

  

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報 

   前連結会計年度のセグメント情報を改正後のセグメント基準に準拠して作り直すことが実務上困難で

あるため、前連結会計年度の取扱いに基づいて当連結会計年度のセグメント情報を作成しております。

   なお、「事業の種類別セグメント情報」は全セグメントの売上高の合計、営業利益及び全セグメント

の資産の金額の合計額に占める「衣料品等繊維製品事業」の割合がいずれも90％を超えているため、記

載を省略しております。また、「海外売上高」は「関連情報 ２．地域ごとの情報 （１）売上高」と

同様のため、記載を省略しております。 

所在地別セグメント情報  

  当連結会計年度（自 平成23年１月１日 至 平成23年12月31日） 

 （注）１．営業費用のうち、「消去または全社」の項目に含めた配賦不能営業費用はありません。 

２．資産のうち、「消去または全社」の項目に含めた全社資産はありません。  

ｄ．セグメント情報

  
日本 

（百万円） 
韓国 

（百万円）
香港 

（百万円）
中国 

（百万円）
計 

（百万円） 

消去又は
全社 

（百万円） 

連結 
（百万円）

Ⅰ 売上高及び営業損益    

売上高    

(1）外部顧客に対する売上高  28,155  5,408  163  201  33,928  －  33,928

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 55  52  －  －  108 (108)  －

計  28,211  5,461  163  201  34,036 (108)  33,928

営業費用  27,259  5,280  152  299  32,991 (142)  32,849

営業利益 

又は営業損失（△） 
 951  180  10  △97  1,045  33  1,078

Ⅱ 資産  14,402  4,714  307  252  19,676 (158)  19,518
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  当連結会計年度（自 平成23年１月１日 至 平成23年12月31日） 

（注）１．調整額はセグメント間の取引消去であります。 

   ２．セグメント利益又は損失（△）は、連結損益計算書の営業利益と一致しております。  

   ３．生産及びOEM事業は、第１四半期連結会計期間に設立された株式会社ルックモードにより、平成23年２月

１日より当社から移管した生産及びOEM事業を含めて、新たな事業として開始いたしました。      

   

当連結会計年度（自 平成23年１月１日 至 平成23年12月31日） 

１．製品及びサービスごとの情報 

  セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。  

  

２．地域ごとの情報 

(1）売上高 

  

(2）有形固定資産 

  

３．主要な顧客ごとの情報 

  外部顧客への売上高のうち、特定の顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の10％に満たないた

め、主要な顧客ごとの記載を省略しております。  

   

当連結会計年度（自 平成23年１月１日 至 平成23年12月31日） 

       減損損失に関しては、セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。 

  

  （単位：百万円）

  

アパレル関連事業  
生産及び
OEM事業
（注）３

物流 

事業 
合計 

調整額 

（注）１ 

連結 

財務諸表 

計上額

（注）２  
日本 韓国 

その他 
海外 

計 

売上高                   

外部顧客への売上高  27,327  5,408  364  33,100  812  15  33,928  －  33,928

セグメント間の内部
売上高又は振替高 

 40  52  －  93  3,630  957  4,680  △4,680  －

計  27,367  5,461  364  33,193  4,443  972  38,608  △4,680  33,928

セグメント利益 

又は損失（△） 
 872  180  △86  966  △53  58  971  107  1,078

セグメント資産  13,688  4,714  560  18,963  1,211  171  20,345  △827  19,518

その他の項目                                              

減価償却費  494  192  16  704  2  0  707  －  707

減損損失   44  4  38  87  －  －  87  －  87

のれんの償却額  13  －  13  26  －  －  26  －  26

負ののれんの償却額  19  －  －  19  －  －  19  －  19

有形固定資産及び 

無形固定資産の増加

額 

 705  195  6  906  5  1  914  －  914

ｅ．関連情報

  （単位：百万円）

日本 韓国 香港 中国 合計 

 28,155  5,408  163  201  33,928

  （単位：百万円）

日本 韓国 香港 中国 合計 

 2,621  721  0  5  3,349

ｆ．報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報
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当連結会計年度（自 平成23年１月１日 至 平成23年12月31日） 

   （注）のれんの償却額に関しては、セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しており 

     ます。  

  

 なお、平成22年４月１日前に行われた企業結合により発生した負ののれんの未償却残高は、以下のとおり

であります。  

   （注）負ののれんの償却額に関しては、セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略してお

ります。 

当連結会計年度（自 平成23年１月１日 至 平成23年12月31日） 

     該当事項はありません。 

  

 （追加情報）  

当連結会計年度より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年３月27

日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20年３

月21日）を適用しております。  

 （注） １株当たり当期純利益金額又は当期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

ｇ．報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報

  （単位：百万円）

  

アパレル関連事業  
生産及び
OEM事業

物流 

事業 
合計 調整額 

連結 

財務諸表 

計上額  
日本 韓国 

その他 
海外 

計 

当期末残高  43  －  －  43  －  －  43  －  43

  （単位：百万円）

  

アパレル関連事業  
生産及び
OEM事業

物流 

事業 
合計 調整額 

連結 

財務諸表 

計上額 
日本 韓国 

その他 
海外 

計 

当期末残高  36  －  －  36  －  －  36  －  36

ｈ．報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報

（１株当たり情報）

項目 
前連結会計年度 

（自 平成22年１月１日 
至 平成22年12月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成23年１月１日 
至 平成23年12月31日） 

１株当たり純資産額              円 296.37              円 310.01

１株当たり当期純利益金額 

  
           円 1.26            円 23.92

  

なお、潜在株式調整後１株当たり当期

純利益については、潜在株式が存在し

ないため記載しておりません。 

       同左 

項目 
前連結会計年度 

（自 平成22年１月１日 
至 平成22年12月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成23年１月１日 
至 平成23年12月31日） 

連結損益計算書上の当期純利益（百万円）  43  818

普通株主に帰属しない金額（百万円）  －  －

普通株式に係る当期純利益（百万円）  43  818

普通株式の期中平均株式数（株）  34,227,271  34,218,696
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前連結会計年度（自 平成22年１月１日 至 平成22年12月31日） 

（資本準備金の額の減少並びに剰余金の処分） 

 当社は、平成23年２月25日開催の取締役会において、資本準備金の額の減少並びに剰余金の処分についての議

案を平成23年３月30日開催の当社第49回定時株主総会に付議することについて決議し、同株主総会にて決議され

ました。 

1. 資本準備金の額の減少並びに剰余金の処分の目的 

   繰越利益剰余金の欠損てん補を行うことにより今後の機動的な資本政策の遂行を可能とするためでありま

す。 

2. 資本準備金の額の減少並びに剰余金の処分の要領  

  (1) 資本準備金の額の減少の要領 

  会社法第448条第１項の規定に基づき、資本準備金 3,034,466,789円のうち 1,974,660,116円を減少し、

これをその他資本剰余金に振り替えるものです。 

  (2）剰余金の処分の要領 

  会社法第452条の規定に基づき、上記資本準備金振替後のその他資本剰余金の額1,974,660,116円の全額を

繰越利益剰余金に振り替え、欠損をてん補するものです。 

3. 資本準備金の額の減少並びに剰余金の処分の日程 

  

（東北地方太平洋沖地震の影響について） 

 平成23年３月11日に発生いたしました「東北地方太平洋沖地震」により、当社グループの店舗の一部及び工場

が損害を受けました。 

 当社グループ従業員の人的被害はございませんが、店舗内の設備や商品の一部が損傷し、協力工場における一

部原材料が消失いたしました。この地震による当社グループの保有する資産の損害は、軽微であります。 

 被災地にある店舗におきましては、建物の損傷や停電の影響などにより、一部店舗の営業を停止しておりま

す。また、関東地方の一部店舗では、計画停電の影響により、営業時間の短縮などをおこなっております。この

地震による翌連結会計年度の財政状態及び経営成績に与える影響につきましては、本有価証券報告書提出日時点

では、見積もりが困難であります。 

  

当連結会計年度（自 平成23年１月１日 至 平成23年12月31日） 

該当事項はありません。 

  

  

リース取引、関連当事者との取引、税効果会計、金融商品、有価証券、デリバティブ取引、企業結合等、退職給

付、賃貸等不動産及び資産除去債務に関する注記事項については、決算短信における開示の必要性が大きくないと

考えられるため、開示を省略しております。 

（重要な後発事象）

(1) 取締役会決議日 平成23年２月25日

(2) 株主総会決議日 平成23年３月30日

(3) 効力発生日 平成23年３月30日

（開示の省略）
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５．個別財務諸表 
（１）貸借対照表 

（単位：百万円）

前事業年度 
(平成22年12月31日) 

当事業年度 
(平成23年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 493 543

受取手形 240 127

売掛金 2,534 2,773

商品及び製品 3,201 3,421

仕掛品 248 31

前払費用 125 154

原材料及び貯蔵品 30 0

前渡金 75 47

短期貸付金 868 1,356

未収入金 76 81

その他 66 60

貸倒引当金 △153 △288

流動資産合計 7,809 8,309

固定資産   

有形固定資産   

建物 3,457 3,647

減価償却累計額 △2,716 △2,922

建物（純額） 740 725

構築物 83 83

減価償却累計額 △78 △79

構築物（純額） 4 3

機械及び装置 224 116

減価償却累計額 △203 △107

機械及び装置（純額） 21 9

車両運搬具 4 －

減価償却累計額 △3 －

車両運搬具（純額） 0 －

工具、器具及び備品 1,409 1,523

減価償却累計額 △1,010 △1,135

工具、器具及び備品（純額） 399 387

土地 1,207 1,207

リース資産 31 45

減価償却累計額 △2 △11

リース資産（純額） 28 34

建設仮勘定 36 1

有形固定資産合計 2,439 2,368

無形固定資産   

商標権 1 0

電話加入権 2 2

ソフトウエア 3 12

リース資産 10 8

無形固定資産合計 17 23
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（単位：百万円）

前事業年度 
(平成22年12月31日) 

当事業年度 
(平成23年12月31日) 

投資その他の資産   

投資有価証券 1,754 1,407

関係会社株式 1,026 967

長期貸付金 7 －

従業員に対する長期貸付金 13 8

長期前払費用 9 6

敷金 790 892

長期差入保証金 41 50

その他 151 60

貸倒引当金 △126 △31

投資その他の資産合計 3,668 3,362

固定資産合計 6,126 5,755

資産合計 13,935 14,064

負債の部   

流動負債   

支払手形 1,217 486

買掛金 1,288 1,422

短期借入金 1,000 1,000

未払金 101 49

未払費用 841 923

未払法人税等 46 47

未払消費税等 － 91

預り金 48 61

返品調整引当金 80 66

賞与引当金 83 77

設備関係支払手形 42 28

資産除去債務 － 12

その他 246 226

流動負債合計 4,998 4,492

固定負債   

繰延税金負債 231 89

退職給付引当金 1,819 1,690

役員退職慰労引当金 11 11

環境対策引当金 4 4

資産除去債務 － 118

その他 34 34

固定負債合計 2,100 1,948

負債合計 7,099 6,441
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（単位：百万円）

前事業年度 
(平成22年12月31日) 

当事業年度 
(平成23年12月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 5,769 5,769

資本剰余金   

資本準備金 3,034 1,059

資本剰余金合計 3,034 1,059

利益剰余金   

その他利益剰余金   

繰越利益剰余金 △1,974 1,015

利益剰余金合計 △1,974 1,015

自己株式 △284 △285

株主資本合計 6,544 7,559

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 337 142

繰延ヘッジ損益 △45 △79

評価・換算差額等合計 291 63

純資産合計 6,836 7,623

負債純資産合計 13,935 14,064
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（２）損益計算書 

（単位：百万円）

前事業年度 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年12月31日) 

当事業年度 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年12月31日) 

売上高 22,458 24,461

売上原価   

商品及び製品期首たな卸高 2,978 3,201

当期商品仕入高 4,923 11,630

当期製品製造原価 7,291 943

原材料売上原価 68 32

合計 15,261 15,807

他勘定振替高 24 92

商品及び製品期末たな卸高 3,201 3,421

売上原価合計 12,035 12,294

返品調整引当金戻入額 4 14

売上総利益 10,427 12,181

販売費及び一般管理費 10,156 10,897

営業利益 270 1,284

営業外収益   

受取利息 12 21

受取配当金 153 31

受取地代家賃 24 74

その他 70 85

営業外収益合計 259 213

営業外費用   

支払利息 14 17

固定資産除却損 － 7

為替差損 93 39

クーポンスワップ評価損 27 －

複合金融商品評価損 18 －

その他 13 21

営業外費用合計 167 85

経常利益 362 1,411

特別利益   

投資有価証券売却益 30 －

貸倒引当金戻入額 10 14

特別利益合計 40 14
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（単位：百万円）

前事業年度 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年12月31日) 

当事業年度 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年12月31日) 

特別損失   

減損損失 23 15

退職特別加算金 17 －

ブランド撤退損失 22 －

事務所移転費用 28 －

海外事務所閉鎖損失 11 －

関係会社貸倒引当金繰入額 111 141

関係会社株式評価損 105 108

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 88

環境対策引当金繰入額 4 －

災害による損失 － 8

災害見舞金等 － 14

特別損失合計 326 377

税引前当期純利益 76 1,048

法人税、住民税及び事業税 25 22

法人税等調整額 － 10

法人税等合計 25 33

当期純利益 51 1,015
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（３）株主資本等変動計算書 

（単位：百万円）

前事業年度 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年12月31日) 

当事業年度 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年12月31日) 

株主資本   

資本金   

前期末残高 5,769 5,769

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 5,769 5,769

資本剰余金   

資本準備金   

前期末残高 3,034 3,034

当期変動額   

欠損填補 － △1,974

当期変動額合計 － △1,974

当期末残高 3,034 1,059

資本剰余金合計   

前期末残高 3,034 3,034

当期変動額   

欠損填補 － △1,974

当期変動額合計 － △1,974

当期末残高 3,034 1,059

利益剰余金   

その他利益剰余金   

繰越利益剰余金   

前期末残高 △2,026 △1,974

当期変動額   

欠損填補 － 1,974

当期純利益 51 1,015

当期変動額合計 51 2,990

当期末残高 △1,974 1,015

利益剰余金合計   

前期末残高 △2,026 △1,974

当期変動額   

欠損填補 － 1,974

当期純利益 51 1,015

当期変動額合計 51 2,990

当期末残高 △1,974 1,015

自己株式   

前期末残高 △283 △284

当期変動額   

自己株式の取得 △1 △1

当期変動額合計 △1 △1
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（単位：百万円）

前事業年度 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年12月31日) 

当事業年度 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年12月31日) 

当期末残高 △284 △285

株主資本合計   

前期末残高 6,493 6,544

当期変動額   

当期純利益 51 1,015

欠損填補 － －

自己株式の取得 △1 △1

当期変動額合計 50 1,014

当期末残高 6,544 7,559

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金   

前期末残高 295 337

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 42 △194

当期変動額合計 42 △194

当期末残高 337 142

繰延ヘッジ損益   

前期末残高 8 △45

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △54 △33

当期変動額合計 △54 △33

当期末残高 △45 △79

評価・換算差額等合計   

前期末残高 303 291

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △12 △227

当期変動額合計 △12 △227

当期末残高 291 63

純資産合計   

前期末残高 6,797 6,836

当期変動額   

当期純利益 51 1,015

欠損填補 － －

自己株式の取得 △1 △1

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △12 △227

当期変動額合計 38 786

当期末残高 6,836 7,623
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  該当事項はありません。  

   

前事業年度（自 平成22年１月１日 至 平成22年12月31日） 

（資本準備金の額の減少並びに剰余金の処分） 

 当社は、平成23年２月25日開催の取締役会において、資本準備金の額の減少並びに剰余金の処分についての議

案を平成23年３月30日開催の当社第49回定時株主総会に付議することについて決議し、同株主総会にて決議され

ました。 

1. 資本準備金の額の減少並びに剰余金の処分の目的 

   繰越利益剰余金の欠損てん補を行うことにより今後の機動的な資本政策の遂行を可能とするためでありま

す。 

2. 資本準備金の額の減少並びに剰余金の処分の要領  

  (1) 資本準備金の額の減少の要領 

  会社法第448条第１項の規定に基づき、資本準備金 3,034,466,789円のうち 1,974,660,116円を減少し、

これをその他資本剰余金に振り替えるものです。 

  (2）剰余金の処分の要領 

  会社法第452条の規定に基づき、上記資本準備金振替後のその他資本剰余金の額1,974,660,116円の全額を

繰越利益剰余金に振り替え、欠損をてん補するものです。 

3. 資本準備金の額の減少並びに剰余金の処分の日程 

  

（東北地方太平洋沖地震の影響について） 

 平成23年３月11日に発生いたしました「東北地方太平洋沖地震」により、当社の店舗の一部が損害を受けまし

た。 

 当社従業員の人的被害はございませんが、店舗内の設備や商品の一部が損傷し、協力工場における一部原材料

が消失いたしました。この地震による当社の保有する資産の損害は、軽微であります。 

 被災地にある店舗におきましては、建物の損傷や停電の影響などにより、一部店舗の営業を停止しておりま

す。また、関東地方の一部店舗では、計画停電の影響により、営業時間の短縮などをおこなっております。この

地震による翌事業年度の財政状態及び経営成績に与える影響につきましては、本有価証券報告書提出日時点で

は、見積もりが困難であります。 

  

当事業年度（自 平成23年１月１日 至 平成23年12月31日） 

該当事項はありません。  

  

(4）継続企業の前提に関する注記

（重要な後発事象）

(1) 取締役会決議日 平成23年２月25日

(2) 株主総会決議日 平成23年３月30日

(3) 効力発生日 平成23年３月30日
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(1）役員の異動 

１．取締役の異動（平成24年３月29日付） 

（１） 退任予定取締役 

  

（２） 昇格（予定） 

  

２．監査役の異動（平成24年３月29日付） 

（１） 新任監査役候補 

  

（２） 退任予定監査役 

  

役 員 の 一 覧 

  

＊平成24年３月29日開催予定の定時株主総会及び取締役会、監査役会終了後の予定 

  

【取締役】 

  

  

【監査役】 

  

以 上 

  

(2）その他 

 該当事項はありません。  

  

  

６．その他

取締役 上席執行役員 木和田 匡英 （常勤監査役に就任予定） 

常務取締役 髙山 英二 （現 取締役 上席執行役員） 

常勤監査役 木和田 匡英 （現 取締役 上席執行役員） 

常勤監査役 安斉 直樹   

代表取締役 社長 牧  武彦   

専務取締役 城所 幸男   

常務取締役 髙山 英二   

取締役 趙 昇坤 （㈱アイディールック代表理事社長） 

常勤監査役  古島 日左志   

常勤監査役  木和田 匡英   

社外監査役 杉田  徹   

社外監査役 服部 秀一   
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